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【評価点数】
５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない

【総合評価ランク】
Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等
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1 適応性
有効性

8

合計
21

滝川市にとって大切な文化財については
長期的な計画をもって保存に努めてください。

2 目　 標
達成度

9

3 経済性 4 4 □ 3

縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

/25

100点
換算

84 Ｂ
/100 拡充

□ 1

行政コストは年次的に抑えれており、桜造成事業については補助メニューからの資金調達によって実施された。
文化財を適切に保存するためには、今後一時的なコスト増大も見込まれる。
行政事務は効果的に行われている。

総
合
評
価

合計 21 ﾗﾝｸ
（Ａ～E) 上記評価を

踏まえた事
業の課題

桜並木造成事業における長いスパンでの整備設計が今後の課題となっている。
文化財の老朽化など、補修が必要となるため今後の整備計画が課題である。

↓

■ 4 □ 3 □ 2

3 経済性

4 ⑤コストは縮減しているか。 □ 5

先人達の残した文化遺産を保存活用することは、街の歴史を大切にする心を育むことへ繋がる。
歴史的文化遺産の保存は行政の責任であり、住民との協働によって活用が広がる。
新たな文化財の指定は、市の歴史を埋もれさせないために効果的であり、目的の実現に有効である。

2
目 　標
達成度

9
③目標の水準は適切か。
④計画通りに目標を達成できたか。

文化財の保存活用の水準並びに計画は適切である。
文化財の市民への周知の充実が必要であり、市民の関心を拡充する必要がある。
桜並木造成事業は桜サポーターとの協働により目的を達成しつつある。

屯田兵屋来館者数 人

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

1
適応性
有効性

8
①市民ニーズや社会経済情勢の現状に適しているか。
②事業の目的に照らして効果的な手法か。

事業の成果
(ｱｳﾄｶﾑ)

華月館来館者数 人 1,682 939 856

251 124 132

6
桜並木造成事業に取り組み、桜サポーター
の登録を推進した。
新たな文化財の指定に向けた審議会や史跡
巡りを実施し、次のステップの準備に取り組ん
だ。

桜並木植樹本数 本 25 128

H20 H21 左記以外の20年度の実績・成果

事業の実績
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

指定文化財登録数 件 6 6 6 6実
績
と
成
果

区　　　　　　分 単位 H17 H18 H19

3,566 3,469 3,542

総コスト(A)+(B) 4,254 4,045 3,587 5,027 4,673

うち一般財源 518 476 21 58 131

人件費(B) 3,736 3,569

事業費(A) 518 476 21 1,558 1,131

事業内容
文化財保護審議会の開催と新たな文化財の指定への取り組み
文化財マップを活かした文化遺産の広報
岩橋ふるさと北辰桜並木事業

事
業
コ
ス
ト

区　　分 17 18 19 20 21 特　記　事　項

委託 補助 負担金 その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕

目　　　的
歴史的構造物及び史跡標柱の整備、保存及び活用
文化財マップの作成と活用を通して歴史的文化遺産の周知を図る
地域の歴史や自然など魅力の再発見に努める

課長　南　健次

主
要
事
業
の
概
要

開始年度 根拠法令等 文化財保護法・滝川市文化財保護条例 特定財源

実施方法 直接

20 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価シート 事業番号 3-1-2

事業名 歴史的文化遺産の保存と活用 評価実施者
所　　属 社会教育課
職・氏名


